
生活者ネットワークの活動リポート　No.93

生
活

者ネ
ットワ

ーク　３つのルール選挙はカンパと
ボランティアで行います。

　
議員は最長３期でローテーション。
議員を職業化せず、誰もが

議員になることで特権化しません。
　

議員報酬は
市民の活動資金として使い、
お金の流れは公開します。

生活者ネットワークの活動リポートは、年４回発行しています。 記事について詳しく知りたい、ホームページが見られないなどがありましたら、
事務所までご連絡ください。資料をお届けします。

岐
路
に
立
つ
公
民
館

―
ど
う
な
る
？
　

　
　
　
　
合
築
、
分
室
化
、
受
益
者
負
担

対
等
な
学
び
の
場
と
し
て
の 

公
民
館

　

小
学
生
の
頃
の
夏
休
み
、
図
書
館
で
借
り
た

本
を
中
央
公
民
館
（
い
ま
の
田
無
公
民
館
）
の

ロ
ビ
ー
で
よ
く
読
ん
で
い
ま
し
た
。
公
民
館
講

座
に
初
め
て
参
加
し
た
の
は
、
大
学
に
入
学
し

た
年
。
ま
だ
若
か
っ
た
私
を
、
大
人
た
ち
が
対

等
に
扱
っ
て
く
れ
て
、
戸
惑
い
つ
つ
も
く
す
ぐ

っ
た
い
気
持
ち
が
し
た
こ
と
を
今
で
も
覚
え
て

い
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
の
後
、「
こ
の
地
域
で
何
か

で
き
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
か
」
と
の
思
い
に

応
え
て
く
れ
た
の
も
ま
た
、
公
民
館
で
し
た
。

自
分
と
同
じ
思
い
を
持
つ
人
が
こ
こ
に
も
い

る
、
そ
う
感
じ
る
こ
と
で
互
い
に
励
ま
さ
れ
、

講
座
が
終
了
し
た
後
、地
域
で
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
の
サ
ー
ク
ル
活
動
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

＊　
　
　
　
　

＊　
　
　
　
　

＊

公
民
館
の
受
益
者
と
は 

誰
な
の
か

　

現
在
、
西
東
京
市
で
は
、
ひ
ば
り
が
丘
公
民

館
の
分
室
化
、
田
無
公
民

館
の
合
築
複
合
化
、
そ
し

て
使
用
料
・
利
用
料
の
見

直
し
に
伴
う
受
益
者
負
担
な
ど
、
今
後
の
公
民

館
の
あ
り
方
に
大
き
く
関
わ
る
議
論
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
行
財
政
改
革

に
端
を
発
す
る
見
直
し
で
あ
り
、
市
長
は
６
月

議
会
で
「
受
益
者
負
担
に
つ
い
て
は
、
他
の
無

料
施
設
の
検
討
状
況
を
勘
案
し
慎
重
に
検
討
を

進
め
る
」
と
答
弁
し
て
い
ま
す
。

　

で
は
、
公
民
館
の
受
益
者
と
は
誰
な
の
か
。

単
純
に
「
館
の
利
用
者
」
と
捉
え
て
し
ま
っ
て

い
い
の
か
。
そ
う
で
は
な
い
は
ず
で
す
。

　

い
ま
も
市
内
６
つ
の
公
民
館
で
は
、「
子
ど

も
の
貧
困
」
や
「
生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
る
若
者

支
援
」
な
ど
の
精
力
的
な
企
画
事
業
が
展
開
さ

れ
て
い
ま
す
。
問
題
の
社
会
的
背
景
を
知
り
、

地
域
の
課
題
を
参
加
者
が
共
に
学
び
合
う
中
か

ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
市
民
活
動
が
い
ま
な
お
地
域

に
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
公
民
館
が
生

ん
だ
西
東
京
市
の
財
産
で
す
。

　

人
と
人
を
つ
な
ぎ
、
ま
ち
づ
く
り
を
支
え
る

拠
点
と
し
て
公
民
館
が
地
域
に
還
元
し
て
き
た

も
の
を
、市
は
あ
ら
た
め
て
評
価
す
べ
き
で
す
。

　
「
地
域
の
こ
と
は
地
域
で
解
決
す
る
。」
そ
ん

な
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、公
民
館
を
ど
う
活
用
し
、

育
て
て
い
く
の
か
を
し
っ
か
り
と
議
論
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。�

（
か
と
う
涼
子
）

後藤ゆ
う子と 

 

 かとう
涼子
の

議会報
告

　

近
年
の
気
候
変
動
で
、
夏
を
迎
え
る
と
ゲ
リ
ラ
豪
雨
に
よ
る
溢
水
な
ど
の

都
市
型
災
害
が
増
え
、
ま
た
水
資
源
の
循
環
も
課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
５
月
に
「
雨
水
の
利
用
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
が
施
行
さ
れ
ま
し

た
。
水
資
源
の
有
効
な
利
用
と
下
水
道
・
河
川
等
へ
の
雨
水
の
集
中
的
な
流

出
の
抑
制
が
目
的
で
す
。

　

例
え
ば
、
家
庭
に
設
置
さ
れ
た
雨
水
タ
ン
ク
は
、
大
雨
の
時
に
一
気
に
地

表
や
雨
水
管
に
雨
が
流
れ
る
こ
と
を
防
ぎ
ま
す
。
ま
た
、
溜
ま
っ
た
雨
水
は

植
木
の
散
水
、
火
災
の
初
期
消
火
、
災
害
時
の
非
常
用
水
な
ど
に
利
用
で
き

る
資
源
と
も
な
り
ま
す
。

　

同
法
に
は
自
治
体
は
雨
水
の
利
用
推
進
に
関

す
る
施
策
実
施
の
努
力
義
務
が
あ
る
と
定
め
て

い
ま
す
。
雨
水
タ
ン
ク
の
普
及
に
向
け
、
市
へ

助
成
を
求
め
て
い
き
ま
す
。�

（
後
藤
ゆ
う
子
）

雨水は資源
～流水から貯水の時代へ～

　

住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
最
後

ま
で
自
分
ら
し
く
暮
ら
し
た
い

―
―
。
そ
の
た
め
に
も
、
不
安

な
退
院
時
や
在
宅
療
養
を
支
え

る
し
く
み
は
不
可
欠
で
す
。

　

市
は
「
在
宅
療
養
の
推
進
」

を
重
点
施
策
と
位
置
づ
け
、
体

制
の
整
備
を
本
格
化
さ
せ
る
と

同
時
に
、
医
療
と
介
護
の
連
携

を
進
め
て
い
ま
す
。
入
院
生
活

か
ら
自
宅
療
養
へ
と
ス
ム
ー
ズ

に
移
行
す
る
に
は
、
相
談
窓
口

の
充
実
と
、
退
院
時
の
カ
ン
フ

ァ
レ
ン
ス
に
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
な
ど
の
介
護
職
の
同
席
が
必

要
で
す
。

　

ま
た
、
終
わ
り
が
見
え
な
い

療
養
生
活
に
本
人
が
不
安
を
感

じ
た
時
や
、
家
族
が
介
護
疲
れ

に
な
っ
た
時
に
利
用
で
き
る
後

方
支
援
病
床
や
、
在
宅
医
の
負

担
を
軽
減
さ
せ
る
な
ど
「
支
え

る
人
を
支
え
る
し
く
み
」
も
重

要
で
す
。

　

当
事
者
の
声
を
聞
き
取
り
、

し
っ
か
り
と
市
の
取
り
組
み
へ

反
映
し
て
い
き
ま
す
。

�

（
後
藤
ゆ
う
子
）

高齢になっても
安心して暮らせる町に

　6月議会で「安全保障関連法案の廃案を
求める意見書」が否決された。意見書に賛
成した超党派の西東京市議有志は６月23
日、田無駅前で、安保法制の廃案を訴える
街宣活動を行った。
　安倍政権の暴走をストップさせようと、
約400の自治体で同様の意見書が採択され
ている中、西東京市議会の平和への認識が
問われている。
　反対　自民、公明、維新、次世代

「安保保障関連法案の
廃案を求める意見書」否決

★�定例議会後に毎回、議会報告会を開催しています

扌
雨
水
タ
ン
ク

イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン

みんなが同じ教室で一緒に学ぶ。
不登校ゼロ。特別支援学級もない。
そんなふつうの公立小学校のドキュメントを、
一緒に「参観」しませんか？

＊　　　　　　＊　　　　　　＊

　11月7日（金）
　18：40開演

於：�保谷こもれびホ
ール小ホール

前売り・予約：900円
当日：1000円
主催・問い合わせ：

西東京・生活者
ネットワーク

上映会

〜学校が変われば、地域が変わる。〜

庁
舎
統
合
方
針
検
討
特
別
委
員
会
が
発
足

　
「
庁
舎
統
合
方
針
（
案
）
に
関
す
る
事
項
」
を
審
議
す
る
特

別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
た
。
各
会
派
の
９
議
員
で
構
成
さ
れ
、

ネ
ッ
ト
は
か
と
う
涼
子
が
委
員
。

　

第
３
回
委
員
会
は
８
月
20
日（
木
）13
時
開
催
予
定
。傍
聴
可
。


